
第
二
条
の
表
名
古
屋
駅
周
辺
・
伏
見
・
栄
地
域
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

名
古
屋
駅

周
辺
・
伏

見
・
栄
地

域

名
古
屋
市
東
区
、
西
区
、
中
村
区
、
中
区
及
び
中
川
区
の
う
ち
、
市
道
泉
第
七
号
線
と
市
道
外
堀

相
生
町
線
と
の
交
会
点
を
起
点
と
し
、
順
次
同
市
道
、
市
道
外
堀
町
通
、
市
道
大
津
通
、
一
般
国

道
十
九
号
線
、
市
道
伊
勢
町
通
、
市
道
本
重
町
通
、
市
道
木
z
町
通
、
市
道
錦
通
、市
道
江
川
線
、

市
道
上
笹
島
町
線
、
市
道
堀
内
町
第
一
号
線
、
市
道
広
井
町
第
二
号
線
、市
道
名
駅
第
十
五
号
線
、

市
道
駅
西
第
四
十
七
号
線
、
市
道
駅
西
第
一
号
線
、
市
道
駅
西
第
七
十
二
号
線
、
市
道
牧
野
第
四

十
三
号
線
、
市
道
牧
野
第
四
十
六
号
線
、
市
道
牧
野
第
五
十
三
号
線
、
中
村
区
平
池
町
四
丁
目
一

番
三
と
同
丁
目
一
番
二
と
の
境
界
線
、
同
丁
目
五
十
一
番
十
と
同
丁
目
五
十
一
番
八
、
同
丁
目
六

十
番
十
二
及
び
同
丁
目
六
十
番
五
と
の
境
界
線
、
同
丁
目
五
十
一
番
七
と
同
丁
目
二
百
五
十
二
番

と
の
境
界
線
、
同
丁
目
五
十
一
番
六
と
同
丁
目
二
百
五
十
四
番
と
の
境
界
線
、
同
区
下
米
野
町
一

丁
目
五
十
五
番
一
と
同
丁
目
五
十
五
番
二
と
の
境
界
線
、
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
二
十
四
土
地
区
画
整

理
事
業
区
画
道
路
十
三
e

二
号
線
、
同
区
画
道
路
九
e

一
号
線
、
市
道
愛
知
名
駅
南
線
、
市
道
日

置
下
広
井
線
、
市
道
下
広
井
町
線
、
市
道
江
川
線
、
市
道
下
笹
島
町
線
、
市
道
三
蔵
通
、
一
般
国

道
十
九
号
線
、
市
道
入
江
町
通
、
市
道
伊
勢
町
通
、
市
道
若
宮
大
通
、
市
道
武
平
通
、
市
道
武
平

町
線
並
び
に
市
道
泉
第
七
号
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
（
道
路
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
中
心
線
）
で

囲
ま
れ
た
区
域

平成™œ年�月˜™日 金曜日 第�—Ÿ�号官 報

第
二
条
の
表
備
考
中
「
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
域
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
」
に
改
め
、
同
表
備
考
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

横
浜
都
心
・
臨
海
地
域
、
川
崎
殿
町
・
大
師
河
原
地
域
、
大
阪
駅
周
辺
・
中
之
島
・
御
堂
筋
周
辺
地
域
、
大

阪
コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア
駅
周
辺
地
域
及
び
福
岡
都
心
地
域

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

二

札
幌
都
心
地
域
及
び
名
古
屋
駅
周
辺
・
伏
見
・
栄
地
域

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
四
日

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第
百
二
十
九
条
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
適
用
の
除
外
）

第
百
二
十
九
条
の
十
一

第
百
二
十
九
条
の
七
第
四
号
、
第
百
二
十
九
条
の
八
第
二
項
第
二
号
又
は
前
条
第
三
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
は
、乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
寝
台
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
以
外
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
う
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
昇
降
路
、
制
御
器
又
は
安
全
装
置
に
つ
い
て
安
全
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た

構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
二
十
九
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
中
「
勾こ

う

配
」
を
「
勾
配
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。六

地
震
そ
の
他
の
震
動
に
よ
つ
て
脱
落
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法

を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
百
二
十
九
条
の
十
二
第
二
項
中
「
第
三
項
第
五
号
」
の
下
に
「
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
二
号
の
表
e

の
項
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
表
f

の
項
中
「
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
六
号
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
七
条
の
二
第
一
号
ハ
、
第
二
号
ロ
及
び
第
三
号
イ
中
「
並
び
に
屋
根
ふ
き
材
」
を
「
、
屋
根
ふ
き
材
、
特

定
天
井
」
に
改
め
、「
脱
落
」
の
下
に
「
並
び
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
の
落
下
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
脱
落
」
を
加

え
る
。

第
百
三
十
九
条
第
三
項
中
「
第
三
十
六
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
三
十
九
条
第
四
項
」
を
加
え
、同
条
第
四
項
中「
第

三
十
九
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
第
三
項
中
「
第
三
十
六
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
三
十
九
条
第
四
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第

四
十
一
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
」
に
改
め

る
。第

百
四
十
一
条
第
三
項
中
「
第
三
十
六
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
三
十
九
条
第
四
項
」
を
加
え
、同
条
第
四
項
中「
第

三
十
六
条
の
三
か
ら
」
の
下
に
「
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
条
か
ら
」
を
加
え

る
。第

百
四
十
二
条
第
二
項
中
「
第
三
十
九
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」に
、

「
及
び
第
七
章
の
八
」
を
「
並
び
に
第
七
章
の
八
」
に
改
め
る
。

建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
七
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
十
七
号

建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
十
条
（
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
六
条
、
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
及
び
第
九
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
の
見
出
し
中
「
の
緊
結
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

特
定
天
井
（
脱
落
に
よ
つ
て
重
大
な
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
天
井

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
構
造
は
、
構
造
耐
力
上
安
全
な
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用

い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

特
定
天
井
で
特
に
腐
食
、
腐
朽
そ
の
他
の
劣
化
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、
腐
食
、
腐
朽
そ
の
他
の
劣
化
し
に

く
い
材
料
又
は
有
効
な
さ
び
止
め
、
防
腐
そ
の
他
の
劣
化
防
止
の
た
め
の
措
置
を
し
た
材
料
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
八
十
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
八
十
二
条
の
五
第
七
号
中
「
屋
根
ふ
き
材
」
の
下
に
「
、
特
定
天
井
」
を
加
え

る
。第

百
二
十
九
条
の
二
の
四
第
一
号
中
「
並
び
に
第
百
二
十
九
条
の
八
第
一
項
」
を
「
、
第
百
二
十
九
条
の
八
第
一
項

並
び
に
第
百
二
十
九
条
の
十
二
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
の
四
第
二
項
第
四
号
中
「
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
限
界
安
全
率
」
を
「
限
界
安
全
率
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

釣
合
お
も
り
を
用
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
あ
つ
て
は
、
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
よ
つ
て
釣
合
お
も
り
が
脱
落
す

る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
に
よ
り
地
震
そ
の
他
の
震
動
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全

で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八
丁
目
一
番
四
と
の
境
界
線
、
同
都
市
計
画
道
路
の
西
側
端
線
に
相
当
す
る
線
、
市
道
北
六
条
線
の
北
側
端
線
、
市
道

東
五
丁
目
北
線
、
同
区
北
七
条
東
四
丁
目
一
番
五
、
同
丁
目
八
番
二
十
一
、
同
丁
目
八
番
二
十
七
及
び
同
丁
目
八
番
二

十
八
と
同
丁
目
八
番
十
五
と
の
境
界
線
、
同
丁
目
十
五
番
五
十
八
と
同
丁
目
八
番
十
五
、
同
丁
目
八
番
二
十
九
及
び
同

区
北
六
条
東
四
丁
目
八
番
三
十
と
の
境
界
線
、
同
区
北
七
条
東
四
丁
目
十
五
番
五
十
八
、
同
丁
目
十
五
番
六
十
七
、
同

丁
目
十
五
番
四
十
八
及
び
同
丁
目
十
五
番
四
十
九
と
同
区
北
六
条
東
四
丁
目
一
番
二
と
の
境
界
線
、
同
区
北
七
条
東
三

丁
目
十
五
番
六
十
六
、
同
丁
目
十
五
番
十
五
、
同
丁
目
十
五
番
十
六
、
同
丁
目
十
五
番
十
七
、
同
丁
目
十
五
番
十
八
及

び
同
丁
目
二
番
三
と
同
区
北
六
条
東
三
丁
目
一
番
一
と
の
境
界
線
、
市
道
東
三
丁
目
線
、
一
般
道
道
花
畔
札
幌
線
並
び

に
」
に
、「
道
路
の
中
心
線
（
」
を
「
線
（
都
市
計
画
道
路
、」に
、「
及
び
一
般
国
道
五
号
線
」
を「
、
一
般
国
道
五
号
線
、

市
道
北
六
条
線
、
市
道
北
四
・
五
条
東
五
丁
目
線
、
市
道
北
四
東
五
中
通
線
、
市
道
北
三
条
線
、
市
道
北
三
東
六
中
通

線
及
び
市
道
東
九
丁
目
南
線
以
外
の
道
路
」
に
、「
東
側
端
線
」
を
「
中
心
線
」
に
改
め
る
。
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